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地域のありたい未来の実現のための「事業のタネ」
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ＳＤＧｓソーシャルファームの概要

【目的】
• 障がい者の一般就労の機会の拡大

【事業内容】
企業に対し、

• 農場を提供し障がい者の雇用の場として活用

• 農業生産、販売その他の支援

• 障がい者の採用や、定着・継続支援

• ワーケーションや研修で利用できるサテライトオフィス
の提供
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ＳＤＧｓソーシャルファームの概要

【その他の特徴】

• 市内等で発生した食品残渣によるリサイクル肥料による
有機農業

• 太陽光発電、蓄電池を活用し再エネ１００％電力での運
営

• NTTグループと連携した野菜のサブスクリプション販売や、
ICTを活用したハイテク農法も導入

• 障がい者やスタッフの幸福度(ウエルビーイング)の向上

• 農作業を通じたヘルスワーケーションの提案
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企業の課題

【障がい者雇用率の達成】

多くの企業が2.3％を未達成

社内での障がい者雇用の職場の確保が困難

【人材確保、社員の健康維持】

IT系を中心に、メンタルに不安のある社員が増加

地方で働くことを希望する社員の増加
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その他の課題

【環境】

食品廃棄物の減量・リサイクル

再生可能エネルギーの導入

【農業】

農業従事者の確保（耕作放棄地の活用）

【地方創生】

関係人口の拡大

高齢者の雇用
6



7


